
特別区広報資料 
 

平成２３年４月１４日 
特 別 区 長 会 事 務 局 

 
 

東日本大震災に伴う災害廃棄物の処理支援について 

 
 

２３特別区は、日頃から東京の活動、区民の生活を支えていただいている被

災地に対して、区民とともに関係機関と連携し、考えられる全ての支援・協力

を全力で行っているところです。 
この度、東京都知事から特別区長会に対し、東日本大震災で被災した仙台市

の廃棄物処理について、協力依頼がありました。 
２３特別区は、３月末に東京都、業界団体とともに仙台市の状況を調査し、

仙台市と調整の上、別紙のとおり、支援することにしましたのでお知らせ致し

ます。 

 
＜配付資料＞ 
「東日本大震災 仙台市の要請を受け、特別区が清掃車と職員を派遣」 

 
 
○特別区長会 
東京２３区長で構成する任意団体。特別区に共通する課題についての連絡調整

及び調査研究、特別区の自治の発展を図るために必要な施策の立案及び推進な

どの活動を行っている。 
会長 多田正見（江戸川区長） 
事務局：特別区長会事務局 
（千代田区飯田橋３－５－１ 東京区政会館１９階） 

 
○特別区清掃リサイクル主管課長会 

特別区長会登録会議体 
幹事長 石田裕容（目黒区清掃リサイクル課長） 
※詳細なお問合せは、別紙を参照して下さい。 
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東日本大震災 仙台市の要請を受け、特別区が清掃車と職員を派遣 

 

１４日、特別区は、東日本大震災で被害のあった宮城県仙台市に清掃車と職員を派遣することを

決めました。被災地では、震災に伴って発生した大量のごみ処理が、復興にむけ急務となっていま

す。このため、仙台市から東京都知事を通して、清掃車両等の派遣要請があったもので、特別区長

会はこれに積極的に応えていきます。 

 

○各区の派遣車両・人員の調整 

３月１１日に発生した東日本大震災に伴い、被災地では大量のごみが発生し、その処理に支障を

きたしており、仙台市では、清掃工場が損傷してごみ処理に困難を極めています。 

そこで仙台市は、東京都に対し災害ごみの処理について支援を要請し、これを受けて東京都知事

は、特別区長会に協力を依頼してきました。依頼を受けて特別区は積極的に対応するため、特別区

清掃リサイクル主管課長会を中心に、早急に各区から派遣する清掃車両と人員の調整を行いました。 

 

○清掃車等４３台と１５９名の職員を派遣 

調整の結果、各区から延べ清掃車等４３台（小型プレス車４０台、連絡車３台）と職員１５９名

を派遣することに決定し、また、特別区から廃棄物の運搬を請け負っている（社）東京環境保全協

会からも協力が得られ、清掃車（中型プレス車）延９台を派遣することになりました。 

現地での支援作業は１８日（月）から５月６日（金）までの約３週間で、派遣は第一次から第三

次に分け、第一次は１７日に出発し２２日まで、第二次は２４日に出発し２９日まで、第３次は５

月１日に出発し、６日まで支援を行った後、７日に帰還します。 

 

派遣先の仙台市では、主に浸水被害にあった家財道具や生活ごみ等の災害廃棄物を被災現場で収

集し、仮置場まで運搬する作業に従事する予定です。 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】………特別区清掃リサイクル主管課長会会長 

目黒区清掃リサイクル課長  石田 裕容 
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